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Javaを使ったAI制作

結 果

考 察

今回はシューティングゲームへのAI組み込みを試みたが、困難がたくさんあり、世の中
に出回っているようなAIはむずかしいと感じた。Java言語以外のプログラム言語だと制
作しやすくなったりするのかなと思った。

ニューラルネットワークを
使ったＡＩは技術的に実現で
きなかったため、ルールベー
スシステムを使って疑似的な
ＡＩプログラムを完成させた。

全員でJava言語を学んだ
後、私たちはシューティン
グゲームの制作に取り掛
かった。しかし短い時間
しかJava言語を学んでい
なかったためうまく形にな
らなかった。そこで私たち
はフリーで配布されてい
る簡単なシューティング
ゲームに自分たちが考え
たオリジナルのプログラ
ムを取り入れようと考え
た。

経 過

目 的

方 法

現在、ＡＩはPepper、siriをはじめとしてさまざまな場面で活躍し
ている。今では世界中がそのＡＩの未来に期待し、この便利な世
の中に欠かせないものとなっている。

背 景

ニューラルネットワークという方法で自機に様々な行動パターン
を学習させようとしたがうまくいかなかったため、 ルールベース
システムを用いて自機に回避行動をとらせる。

近年話題になっているＡＩ。それは人間の生活や仕事のあらゆ
る場面で重宝されており、そのAIを研究することによって理解
が深まるだけでなく、今まで学んできたプログラミングの知識を
活かせると考えた。


